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（１）河岸段丘地域における国道 117 号のルート 
本節では、JR 飯山線（２（２）を参照）や信濃川（長野県では千曲川）と並行する幹線























国道 405 号を左折して北西方向（JR 飯山線の津南駅の方向）へすすみ、右へカーブすると
下り坂に入る。これは河岸段丘地域から出ることを意味する。 
十日町警察署津南交番の前を過ぎると、正面面へ段丘崖を上っていく。現国道 117 号は 






左へカーブしながら、切通しのなかをすすむが、1970 年代までの旧国道 117 号（以下、旧
道」）は津南交番を左へ直角に折れてから、さらに右へ直角に折れて町立津南中学校の正門 
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              写真１ 大割野Ⅰ面における中心市街地（2016 年８月撮影） 












117 号から信濃川を見下ろすようになる。その高低差は国道 117 号と信濃川の間にある２つ
の計曲線（標高 200ｍおよび 250ｍ）から、少なくとも 50ｍ以上あることがわかる。２つ
の計曲線を含む等高線は切り立った崖（地図記号では「岩がけ」）を示している。この崖は
左岸を走る JR 飯山線の車窓（津南～越後鹿渡間）から確認しやすい（写真２）。 
国道 117 号は左へカーブしてから、貝坂面へ段丘崖を上っていく。信濃川から離れるよ
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写真２ JR 飯山線の車窓から見える切り立った崖（2016 年８月撮影） 









道 117 号を自動車が円滑に行き交う光景から興味深いものを感じる７)。 
 

































         
写真３ 信濃川橋から JR 津南駅を見る（2016 年８月撮影） 
           写真の中央、奥の２階建ての建物が津南駅（温泉施設併設）である。 

































 津南町と異なり、上野原市の場合、国道 20 号は河岸段丘地域の下から上へ移動し、そこ
に形成されている中心市街地を経由してから、再び河岸段丘地域の下へ戻るルートをとっ
ている。国道 20 号は段丘崖をのぼりおりして、高低差 50ｍ以上のルートを移動するため、
上野原市の河岸段丘を認識しているか、いないかに関係なく、自動車で移動しても起伏の
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大きさは実感しやすいといえる。それは、中心市街地から県道 35 号・520 号を経由して河
岸段丘地域の下に位置する JR 上野原駅（中央本線）へ移動するときも同様である。また、
沼田市の場合、国道 17 号・291 号は河岸段丘地域の下を経由しているが、津南町と異なり、
中心市街地は河岸段丘地域の上に形成されている。したがって、中心市街地へ移動する場
合、国道 120 号を経由して段丘崖をのぼり、高低差 80ｍ以上のルートを移動しなければな
らない。これだけの高低差があれば、沼田市の河岸段丘を知っているか、いないかに関係
なく、自動車で移動しても起伏の大きさは実感しやすいといえる。それは、中心市街地か




































通ルートとして、国道 117 号と JR 飯山線のルートに関する考察を行ってきたが、同じ河岸
段丘地域の山梨県上野原市と群馬県沼田市との比較・考察も行ってきた。 
津南町における国道 117 号のルートは、上野原市における国道 20 号、沼田市における国
道 17 号・291 号のルートと異なり、一貫して河岸段丘地域の下をとり、かつ中心市街地を






































沼郡津南町）」http://river.longseller.org/br/2571.html による）や、2011 年 10 月に中津
川の左岸（南）の旧芦ケ崎村で大倉トンネル（全長 885ｍ）が開通したこと（2011 年９























Mar. 2017 新潟県津南町の河岸段丘地域とその周辺における交通ルートに関する考察 145 
12)蒸気機関車が旧型客車３両を牽引して運行された。2016 年 11 月 17 日付「新潟日報」
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